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The　Use　ofmusic　applicationswith　iPad
　　　　　　　　　　　　　　　　　IMADA　Masanari
第1章はじめに
　2010年5月28日発売当日、アップルの直営店やソフトバンク店である
表参道店で長い行列ができたニュースは記憶に新しいところである。その
後も予約注文してから手元に届くまで数週間待ちという状況が続いていた
iPadだが、現在ではiPad2にヴァージョンアップされ、安定供給されて
おり欲しいと思ったときにすぐに手に入る環境が整っている。
　iPadを無償提供する高校や大学が次々と登場したり、総務大臣が2015
年までにすべての小中学校の生徒にデジタル教科書を配備する事を提言す
るなど、電子書籍時代の到来に揺れる出版業界だけでなく教育分野でも
iPadやデジタル教科書の活用法が注目されている。
　ときには電子書籍リーダ、ときにはゲーム機、そしてコミニュケーショ
ンツールにもなってしまうiPadはどんなデバイスなのか、また教育はど
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のように変化していくのか、音楽系のアプリケーションをどのように授業
にとりいれていくか研究することとした。
第2章　基本操作について
　iPadは機能や価格帯から、ネットブックやタブレットpcと同じに属す
る製品として紹介されることがあるが全く異なるものである。
　従来のマウスやトラックパッドの操作を指に置き換えただけのスレート
PCと違い、iPhoneで培ってきた指による操作を取り入れているのがiPad
の特徴である。
　操作だけではなく、データの扱い方もPCやMacとは異なり、iPadで
はMac　OS　Xやウィンドウズのようなファイル管理は出来ないのである。
アプリで作成したデータは、基本的にそのアプリ内でのみ扱える仕組みに
なっている。アプリごとに書類の扱い方法が異なるが、複雑なフォルダ構
造や階層などとは無縁の世界でOSの概念を知らなくても、十分にデータ
作成や管理ができるのもiPadのメリットである。
（1）iPadのインターフェース
・指で触れる操作
　　パソコンではマウスやトラックパッドなどを使用し画面上の矢印を
　動かし、アイコンやウインドウを操作するが、iPadでは指で触れる
　ことで、直接画面上にあるアイコンやボタンに触れる事ができる。
・すべて使うものはアイコンの中にある
　　パソコンではアプリケーションが作成したデータを好きな場所に保
　存ができるが、次に作業するときにファイルを探すといった操作が発
　生する。iPadではアプリごとに書類を管理しているので、アイコン
　を開けば必ずその中に存在する。
・すぐに理解できる直感的な動作
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　　横にスライドさせて画面を切り替え
　　上下にスライドさせてスクロール
　　拡大、縮小は2本指で
　　iPadは動作がすぐに理解できるのが便利である。
①自由なスタイルで使えるキーボード
　　キーボードを搭載していないiPadではマルチタッチスクリーン上
　に表示したソフトウェアキーボードを使って文字を入力する。iPad
　を横向きにしたときは、ほぼフルサイズのキーボードと同じ大きさで
　表示する。
　　キーボードの種類は、直接アルファベットを入力する「英語」、ロー
　マ字入力で日本語を入力する「日本語」、50音順の日本語キーボード
　も使える。
②たくさんのアプリをフォルダ分けで整理
　　iPadのフォルダではアプリしか扱えず、単にホーム画面上のアプ
　リをまとめるだけに使用する。フォルダの中にアイコンを格納すると
　きは9個までにとどめておいた方がわかりやすい。
③アプリを素早く切り替えられるマルチタスキング
　　iOS4．2では、アプリを起動したままの状態で別のアプリを起ち上げ
　るマルチタスキングの機能がサポートされている。ホーム画面に戻ら
　なくてもアプリを切り替えられるのが魅力である。
④iPadの向きに応じてアンターフェイスが変化
　　搭載している加速度センサで本体の向きを判断している。iPadの
　向きを変えることで、ホーム画面のレイアウトなどが自動的に切り替
　わる。アプリによっては向きによってインターフェイスが変わるもの
　がある。
⑤書類やコンテンツはアプリごとに
　　iPadでは、アプリごとに書類を管理している。音楽やムービー、
　写真をパソコンから転送するのにiTunesを使うが、書類もやはり
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　iTunesを介して転送する。
　　ケーブルを接続するのが面倒な場合、書類のやりとりにメールを利
　用する方法もある。
⑥設定をカスタマイズして自分好みにアレンジ
　　ホーム画面にある［設定］アイコンをタップすると、各種設定が
　変更できる。パスコードによるロックをかけることができたり、iPad
　を紛失してしまった際に［iPadを探す］ことが設定できる。
第3章　iPadでの仕事活用術について
（1）iPadプレゼンテーション
　iPadは携帯以上、パソコン未満のタブレット（Tablet）と呼ばれる新し
いジャンルを開拓したが、音楽や写真、動画や映画、仕事の資料も気軽に
持ち歩くためのいわば子パソコンである。
　iPadはプレゼンテーションにも静かな進化を起こしている。iPadでプ
レゼンテーションを実行しようとした時に注意しなければいけない事項が
あるので研究した結果をまとめてみた。
　iPad用のプレゼン専用アプリケーションであれば、VGA出力でプロジェ
クタで投影することができる。プレゼン専用アプリケーションには、戻る
／次スライドやスライドジャンプ、ポインタ機能等の、プレゼン操作に必
要な機能が備わっている。注意すべき点は、アプリケーションごとに読み
込めるファイル形式が異なることである。
団2㎞，、
2Sereens
　読み込み可能なファイル形式は、PDF、PowerPoint書類（ppt，
pptx）、Wbb、動画、音声などプレゼンに必要なほとんどのファイル形
式。Webサイトやワードやメモなどをプロジェクターに投影すること
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もできるが、スライドの編集はできない。手書きのインクペンが使える
のが便利である。
鰯　　　　　iPad用Keynote　　　じiPad用Keynote
　Mac用のペレゼン用のアプリケーションKeynoteをマルチタッチの
iPad用にしたApple社純正アプリケーションである。読み込み可能な
ファイル形式は、PowerPoint書類（ppt，pptx）、Keynote書類（，key）
である。PDFは不可である。プレゼン専用のアプリケーションだが、
W6bサイトやワードやメモなどをプロジェクタに投影することができ
ない。スライド作成から編集、プレゼンテーションに必要な機能を備え
る。ポインタはリアルににじんだ赤丸で、なかなか良い。
（2）PowerPointの資料を読み込んだ時の注意事項
　KeynoteはPowerPointファイル（．ppt，．pptx）やKeynoteファイル（．key）
を読み込むことができる。ただし、作成した状況によって、元ファイルの
形がくずれる場合がある。
くずれる原因
原　因’ iRowe銀o盤 宝黎a翻猛ey醸e・
フォントが 多くのフォントある。MS系日本語フォントは、黒体
、土　　》遅つ フォントは幅が狭いので発生 一日本語、ヒラギノ明朝
しやすい。1バイトの英文やProN、ヒラギノ角ProNの
欧文では発生しない。 み。
スライドデ 数多くのデザインがある。デ デザインは12のみ。
ザインやテ ザインはネット上に商用／有 PowerPointファイルを読み
ンプレート 料／無料と無数にある。 込んだときたいていのデザ
が違う インは無いので図に変換し
て互換性を保っ。
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麓雛麟1 羅翻e鰐⑧醗鴛「 「i醗駆e鐘麓
レイアウト
が少ない
レイアウトは11種、縦書き
を含む
レイアウトは8種のみ。レ
イアウトにないものは、テ
キストボックスと図に変換
してしまう。
図や図形の
回転
図や図形の回転自由 回転は変換できない場合が
ある。グループ化に解除さ
れる場合がある。
縦書き あり なし
表のセル結
合
セルを結合できる。 iPadでは結合できない。
　スライド送りが遅くならない対策と、落ちない対策はほとんど同じで基
本原則は、PowerPointファイルを作る時点でデータサイズの軽いスライ
ド作りを心掛けることである。
第4章　音楽系アプリの活用術について
鰯羅一一（ソナタノート）」
　音楽アプリSonataNote（ソナタノート）を教育的効果があると判断し
た中部学院大学短期大学部はSonataNote教育版を開発し授業に取り入れ
た。
（1）特徴
　①iPadの利点である紙の楽譜と同じ感覚で、ピアノの譜面立てにおい
　　て使用できる。
②タッチパネルでキーボード不要、操作が簡易である。
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（2）「SonataNote（ソナタノート）」の利点
①横型で大きく見やすい楽譜が表示できる。
②ナビゲーションつき自動再生音機能で、音量調節、再生回数、部分再
　生が自由にできる。画面楽譜の演奏現在地を赤く表示する。
③自動譜めくり機能で、演奏を中断しなくても次ぺ一ジヘ進める。
④マニュアル譜めくり操作は、画面のタッチで楽譜が前後自由にめくれ
　る。
⑤メトロノーム機能で、拍の刻みが音とライトでナビゲーションされ、
　正確なリズムが学習できる。再生速度を調節できるので、学習段階に
　合わせた速度を選択できる。
（3）教育版への追加機能点
①パート別（片手ずつ）の再生音機能で、片手ずつの練習が正確にでき
　る。片手の再生音を聴きながらもう片手を練習でき、両手演奏の準備
　ができる。
②保育者養成校にあった教育用の曲を揃えた（バイエル・子どもの歌集
　など）。
③楽譜をiPadの画面でも見やすいように小節割、記号の配置を整備し
　た。
④小節番号、ぺ一ジ番号を明記し、進行経過が一目で分かる。
⑤通常楽譜表示機能として1ぺ一ジ内容が多い通常の紙楽譜（縦型表
　示）に対し、簡単な操作で前後を表示できる。
（4）利点
①再生音と楽譜を同時に認識し、その場での演奏により、正誤の確認が
　しやすい。
②再生音で曲のイメージを持ち、演奏のゴールが見える事により取り組
　む意欲が高まる。
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③持ち運びが簡易で、どこでも画面を見ながら再生音を聴く学習が出来
　る。
（5）一般アプリケーションSonataNote（ソナタノート）とSonataNote教
　　育版との違い
①パート別自動再生機能
　　初心者は、両手一斉の演奏音から片手のパート音を聴き分けること
　は容易ではないため、個別の手の演奏音を提示する必要がある。ま
　た、片手ずつの演奏音は、両手演奏への準備練習にも応用できる。片
　方の手の演奏音に合わせて、もう片方の手の音を一緒に弾く練習を経
　て、段階的な両手演奏への移行が可能となるのである。
②基礎技能用の曲掲載
　　保育士養成課程で使用している教材としてバイエル全曲、ブルグ
　ミュラー、子どもの歌を、楽譜作成ソフトを使用して電子楽譜にし
　SonataNote教育版に搭載した。
③音楽記号の読み方と解説
　　学習者が練習している箇所の音楽記号をその場で演奏に反映できる
　よう、音楽記号に読みがなと意味を付記し、見やすい位置とサイズを
　考慮してある。自ら音楽辞書を引きながらの学習が理想であるが、ま
　ず記号に目をむけるという段階でに支援をしている。
④指使いの付記
　　指使いは、音名やリズムを読譜することと同じように重要である。
　指使いは音符全部ではなく、要所に記されている。しかし、初心者は
　自分自身で指使いの決定が難しく、全部の音符に書き込んでいる場合
　が見受けられる。初心者が音と同時に指使いに意識を向けられるよ
　う、多くの音に付記してある。
⑤ぺ一ジレイアウト
　　小節番号、ぺ一ジ番号を明記してある。電子楽譜の場合、1つの画
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面を見ているだけの状況で、次々と楽譜のぺ一ジが進んで映し出され
ていく。音楽は時問の経過とともに進み、1曲の流れの中で現在の演
奏時間を把握することは重要と考える。練習曲特有の同じパターンが
繰り返し出現する場合や、繰り返し記号で前の場所へ戻って演奏して
いる場合など、ぺ一ジの判断が困難な時がある。楽譜上の小節数や
ぺ一ジ番号は、現在地を知る大切な表示であり、はっきり分かるサイ
ズと表示位置を考慮してある。電子楽譜は枚数に制限が無いため、曲
に合った1ぺ一ジ当たりの小節数の編集が可能である。初心者が読譜
しやすいと考える小節の広さや、改行、改ぺ一ジの適切な場所を考慮
してレイアウトしてある。
　これらの機能が「SonataNote（ソナタノート）」に追加され
「SonataNote教育版」となった。
（6）iPadの曲練習活用方法
　新曲の宿題を与えられた時、次回の授業までは自主練習で取り組まなけ
ればならない。一度まちがってリズムや音を覚えてしまうと一週間直らな
い訳である。また弾ける友人や先生に頼ることが出来ないなどの状況で、
練習がすすまない場合が多い。
　iPadを活用することにより練習がはかどり、達成感も持てる。曲のイ
メージが持てるため、仕上がりのリズム感や流れが明確になったという評
価もあった。
　中部学院大学ではapple社とのiOS　Developer　Enterprise　Programの契
約を結び、学内での一斉配信を可能にした。
第5章　まとめ
　アップル社の多機能情報端末「iPad（アイパッド）」を用い、音楽系ア
プリ「SonataNote教育版」を使い音楽1（ピアノ授業）の授業を実施し
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ている中部学院大学短期大学部幼児教育学科では、ピアノの初心者が抱く
不安を解消しながら、楽しく効率的にピアノの技能を高めていくことが
狙いである。授業を受けている学生達からは、「音が流れて楽譜の移り変
わりもわかるので、リズムが取りやすい」「譜面をめくる手間が省けて、
演奏に集中できる」「自宅でも気軽にできるので安心できる」など好評で
ある。初心者にとってピアノに対する苦手意識が和らぎとても効果がある
が、中級者以上の経験者への対応が今後の課題である。
　保育士に必要とされる「応用力」や「発展力」を学生達はiPadに関わ
りながら確実に身に付け、自らオリジナルアプリケーション「ようこそ
あそびスター☆ワールド」を開発した。伝承遊びで培われてきたあそびの
ノウハウを生かし、学生自らがイラストやナレーション、ピアノ演奏、ス
トーリーなどを分担して作成してある。昔ながらのあそびから最先端の機
器まで取り入れることにより学生達はあそびの奥深さ、子どもの成長の広
がりに、限りない可能性があることを感じている。次のステップとして、
iPadの特性である映像や音の魅力を生かしたあそびの可能性を広げてい
くことを期待したい。
　iPadなどのデジタルガジェットが教育そのものを変容させることは決
してない。あくまでも教育ツールのひとつに過ぎない。
　しかし、デジタル教材がその特性を存分に発揮するならば、学生達と教
師達の架け橋となる強烈な教育ツールになる可能性が高い。
　デジタル教材は既存の教材類と比較すると強烈なキャラクターの持ち主
なのだ。
　デジタル教材を活用して学生達を指導する教師は、その取り扱いに慎重
さが求められ、いままで以上に高い指導技術が要請される。
　また学生達にも自ら教わり育とうという主体性な学習姿勢が特に必要と
なってくる。
　あらゆる可能性を秘めたiPadの音楽授業への活用法を今後も研究して
いきたい。
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